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第１回・第２回専門委員会における審議概要 

 

➣ 審議対象（再評価３件） 

    

・地域連携道路整備事業（地域密着型）一般県道大ケ生徳田線 徳田橋（盛岡市、矢巾町） 

・木賊川広域河川改修事業（盛岡市、滝沢市） 

・北上川（上流）広域河川改修事業（岩手町） 

 

➣ 審議状況 

  諮問審議 令和２年７月 22日 第１回大規模事業評価専門委員会 

  現地調査 令和２年８月 20日 第２回大規模事業評価専門委員会 

 

➣ 主な質疑等の概要及び審議論点 

（１）地域連携道路整備事業（地域密着型）一般県道大ケ生徳田線 徳田橋（盛岡市、矢巾町） 

第１回委員会質疑等の概要 

専門委員からの主な質疑等 事業担当課等の対応（回答） 

① 岩手医科大学附属病院は、本事業の事前評

価時から現在の位置へ移転することが決ま

っていたのか。 

（道路建設課） 

詳細な場所は決まっていなかった。 

⇒ 訂正事項あり 

②  岩手医科大学附属病院が現在の位置に移

転したことによる、便益への影響はあるか。 

（道路建設課） 

救急搬送ルートとしての位置付けが大きく

なり、救急救命率向上便益が純増している。 

 

 

（２）木賊川広域河川改修事業（盛岡市、滝沢市） 

第１回委員会の質疑等の概要 

専門委員からの質疑等 事業担当課等の対応（回答） 

① これまでの計画変更の経過を整理して示

してほしい。 

（河川課） 

第２回以降の委員会で説明する。 

⇒ 第２回専門委員会において、補足資料を

用いて説明。 

② 遊水地や築堤の規模の妥当性について、詳

細な図面により説明してほしい。 

（河川課） 

第２回以降の委員会で説明する。 

⇒ 今回説明 
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第２回委員会質疑等の概要 

専門委員からの主な質疑等 事業担当課等の対応（回答） 

①  遊水地がどのように洪水を調整するのか

がわかりにくい。また、上流部はどこまでが

本計画に含まれるか、明確に示してほしい。 

（河川課） 

 第３回専門委員会で説明する。 

⇒ 今回説明 

② 木賊川周辺の洪水対策は、本事業以外にも

あるのか。 

（河川課） 

 ハード面の対策は本事業が担っている。ソ

フト面の対策としては、ハザードマップの作

成等に取り組んでまいりたい。 

 

（３）北上川（上流）広域河川改修事業（岩手町） 

第１回委員会の質疑等の概要 

専門委員からの質疑等 事業担当課等の対応（回答） 

① 治水安全度 20 分の１という整備目標はど

のようにして決めたのか。 

（河川課） 

本事業を立案する元となった、平成 22 年

の洪水被害の規模を基準としたもの。 

② 遊水地の詳細な図面を用意してほしい。 （河川課） 

第２回以降の委員会で説明する。 

⇒ 第２回専門委員会において、補足資料を

用いて説明。 

 

 

第２回委員会質疑等の概要 

専門委員からの主な質疑等 事業担当課等の対応（回答） 

① 掘り出した土砂はどこへ運ぶのか。  近接する山の方に十分なスペースがあり、

そこへ移動する。 

②  上流部には堤防をつくるのか。  掘込河道とし、川幅も広げる。 
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様
式
第
１
号
（
第
９
関
係
）

 

 

意
見
検
討
結
果
一
覧
表

 

（
案
名
：
大
規
模
施
設
整
備
事
業
再
評
価
に
つ
い
て
の
意
見
募
集

 
 

対
象
事
業
：
木
賊
川
広
域
河
川
改
修
事
業
（
盛
岡
市
、
滝
沢
市
）
）

 

番
 
号

 
意
 
見

 
検
討
結
果
（
県
の
考
え
方
）

 
決
定
へ
の

 

反
映
状
況

 

１
 

2
0

1
9
年

8
月
事
業
計
画
地
内
に
お
い
て
岩
手
県
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
に
関

す
る
条
例
指
定
種
が
発
見
さ
れ
る
、
特
定
外
来
生
物
が
広
範
囲
に
拡
大
し
て
い
る

と
い
う
、
自
然
環
境
の
状
況
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
規

模
公
共
事
業
再
評
価
調
書
の
概
要
の

 
５
総
合
評
価
で
は
、『
「
自
然
環
境
等
の
状

況
」
に
関
し
て
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。』
と
さ
れ
て
い
る
が
、
事
実
誤
認
が

あ
り
、
修
正
を
お
願
い
し
た
い
。

 

自
然
環
境
等
の
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
社
会
経
済
情
勢
等

の
変
化
（
３
）
自
然
環
境
等
の
状
況
及
び
環
境
配
慮
事
項
」
に

記
載
し
て
い
る
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
希
少
種
等
の
生
息
状

況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
有
識
者
等
か
ら
い
た
だ
い
た
助

言
・
指
導
を
参
考
と
し
て
環
境
に
配
慮
し
た
上
で
事
業
を
進
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

 
今
回
、
再
評
価
の
総
合
評
価
に
お
け
る
「
自
然
環
境
等
の
状

況
」
に
関
し
て
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い
と
の
記
載
は
、
希

少
種
等
の
発
見
に
変
化
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
前
回
評
価
時
と
同
様
に
希
少
種
の
発
見
等
を
受
け
て
希
少

動
植
物
に
係
る
環
境
調
査
を
今
年
度
実
施
予
定
と
し
て
い
る
こ

と
な
ど
、
自
然
環
境
保
全
指
針
の
保
全
方
向
に
沿
っ
て
積
極
的

な
対
応
を
し
て
い
る
と
い
う
評
価
に
変
更
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

 

 
な
お
、
環
境
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
た
希
少
種
等
の
具
体
的

な
保
全
な
ど
に
つ
い
て
、
有
識
者
等
に
よ
る
検
討
委
員
会
の
設

置
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
、
御
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、
適
切

な
保
全
対
策
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

Ｄ
 

（
参
考
）
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２
 

自
然
環
境
等
の
状
況
及
び
環
境
配
慮
事
項
に
つ
い
て
は
、
①
主
な
助
言
内
容
と

し
て

 

・
動
植
物
の
生
育
基
盤
と
な
る
生
態
系
を
保
全
す
る
た
め
、
可
能
な
限
り
現
況

環
境
と
の
保
全
・
復
元
を
図
る
こ
と
。

 

・
遊
水
地
計
画
地
内
で
確
認
さ
れ
た
希
少
動
植
物
種
を
保
護
す
る
こ
と
。

 

・
希
少
野
生
動
物
の
生
育
環
境
と
の
共
生
を
図
り
、
生
殖
生
育
活
動
へ
の
影
響

を
低
減
・
回
避
す
る
こ
と
。

 

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
②
対
応
状
況
と
し
て
『
・
環
境
検
討
委
員
会
の
意
見
を
踏

ま
え
、
事
業
実
施
に
お
け
る
周
辺
環
境
へ
の
影
響
は
可
能
な
限
り
低
減
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
る
。』
と
さ
れ
て
い
る
が
、
木
賊
川
遊
水
地
環
境
検
討
委
員
会
は
平
成

1
4
年
～
平
成

1
5
年
に
か
け
て

3
回
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
は
環
境
調

査
で

2
0

1
9
年
に
発
見
さ
れ
た
希
少
種
が
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
十

分
な
保
全
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

 

希
少
種
の
保
護
保
全
の
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
木
賊
川
遊
水
地
環
境
検
討
委
員

会
を
再
度
設
置
・
開
催
し
詳
細
な
環
境
調
査
を
行
う
と
と
も
に
保
全
対
策
を
検

討
・
実
施
す
る
こ
と
。

 

 
新
た
な
希
少
種
の
発
見
等
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
過
年
度
調
査
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
に
環
境
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

 

 
ま
た
、
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
希
少
種
等
の
具
体
的
な
保
全

な
ど
に
つ
い
て
、
有
識
者
等
に
よ
る
検
討
委
員
会
の
設
置
を
予

定
し
て
お
り
、
今
後
、
御
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な
保
全

対
策
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

Ｃ
 

（
趣
旨
同
一
）
 

３
 

代
替
案
立
案
の
可
能
性
の
②
今
後
に
お
け
る
代
替
案
立
案
の
可
能
性
の
中
で
、

『
現
時
点
で
予
想
さ
れ
る
社
会
・
自
然
環
境
等
の
大
き
な
変
化
は
な
い
た
め
、
代

替
案
立
案
の
可
能
性
は
な
い
。』
と
さ
れ
て
い
る
が
、
希
少
種
が
新
た
に
発
見
さ
れ

る
と
い
う
自
然
環
境
に
大
き
な
変
化
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
希
少
種
の
保
護
保
全
を

図
る
た
め
、
検
討
会
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、
代
替
案
の
立
案
、
設
計
変
更
等
を
検

討
す
る
こ
と
。

 

 
新
た
に
設
置
す
る
予
定
の
有
識
者
等
に
よ
る
検
討
委
員
会
の

意
見
を
踏
ま
え
た
保
全
対
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 

Ｃ
 

（
趣
旨
同
一
）
 

４
 

遊
水
地
予
定
地
内
に
は
、
絶
滅
危
惧
種
の
生
育
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
遊
水
地

上
流
側
に
は
希
少
種
の
着
生
す
る
樹
木
が
確
認
さ
れ
た
。
一
方
で
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ

ン
ソ
ウ
や
ア
レ
チ
ウ
リ
な
ど
の
特
定
外
来
生
物
の
繁
茂
が
目
立
ち
、
希
少
種
を
被

圧
し
て
い
る
。
希
少
種
の
保
全
は
、
市
民
団
体
の
尽
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
事
業
と
し
て
の
具
体
的
な
対
応
策
が
必
要
で
あ
る
。

 

新
た
な
希
少
種
の
発
見
等
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
過
年
度
調
査
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
に
環
境
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

 

 
ま
た
、
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
希
少
種
等
の
具
体
的
な
保
全

な
ど
に
つ
い
て
、
有
識
者
等
に
よ
る
検
討
委
員
会
の
設
置
を
予

定
し
て
お
り
、
今
後
、
御
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な
保
全

対
策
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

Ｃ
 

（
趣
旨
同
一
）
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５
 

第
二
遊
水
地
内
の
小
水
路
内
の
底
泥
撒
き
だ
し
調
査
の
結
果
、
現
在
の
生
育
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
埋
土
種
子
と
し
て
の
水
生
植
物
の
存
在
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
水
生
植
物
の
保
全
に
際
し
て
は
、
安
定
し
た
水
域
が
不
可
欠
で
あ
る
。
第

二
遊
水
地
内
の
事
業
と
し
て
の
ビ
オ
ト
ー
プ
造
成
は
未
実
施
で
あ
る
が
、
造
成
予

定
地
に
希
少
種
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
保
全
と
あ
わ
せ
、
ビ
オ
ト
ー
プ

造
成
計
画
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

新
た
な
希
少
種
の
発
見
等
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
過
年
度
調
査
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
に
環
境
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

 

 
ま
た
、
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
希
少
種
等
の
具
体
的
な
保
全

な
ど
に
つ
い
て
、
有
識
者
等
に
よ
る
検
討
委
員
会
の
設
置
を
予

定
し
て
お
り
、
今
後
、
御
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な
保
全

対
策
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

Ｃ
 

（
趣
旨
同
一
）
 

６
 

第
二
遊
水
地
北
東
側
に
お
い
て
、

2
0

1
9
年

8
月
に
岩
手
県
レ
ッ
ド
リ
ス
ト

A

ラ
ン
ク
の
岩
手
県
希
少
野
生
動
植
物
指
定
種
が
確
認
さ
れ
た
。
生
息
地
等
を
保
全

す
る
た
め
の
地
域
規
制
、
個
体
の
数
を
維
持
又
は
回
復
さ
せ
る
た
め
の
推
進
措
置

が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
実
施
に
際
し
て
の
対
応
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
堤
体
造
成
予
定
箇
所
よ
り
南
側
に
お
い
て
も

2
0

2
0
年

8
月

2

日
に
本
種
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
面
的
に
広
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
、
保
全
策
が
必
要
と
さ
れ
る
。
今
年
度
実
施
予
定
と
さ
れ
る
環
境
調
査

に
際
し
て
、
希
少
種
の
生
息
状
況
の
把
握
を
確
実
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
時
期
を

逸
す
る
場
合
は
来
年
の
追
加
実
施
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
堤
体
や
第

二
遊
水
地
の
造
成
を
ど
う
す
る
か
、
上
記
ビ
ト
ー
プ
造
成
も
含
め
、
保
全
策
を
再

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

新
た
な
希
少
種
の
発
見
等
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
過
年
度
調
査
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
に
環
境
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

 

 
ま
た
、
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
希
少
種
等
の
具
体
的
な
保
全

な
ど
に
つ
い
て
、
有
識
者
等
に
よ
る
検
討
委
員
会
の
設
置
を
予

定
し
て
お
り
、
今
後
、
御
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な
保
全

対
策
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

Ｃ
 

（
趣
旨
同
一
）
 

７
 

調
整
池
造
成
予
定
地
周
辺
の
木
賊
川
に
は
、
岩
手
県
レ
ッ
ド
リ
ス
ト

B
ラ
ン
ク

の
希
少
種
が
生
息
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
河
道
付
け
替
え
が
生
じ
る
場
所
に
も
多
く

生
息
し
て
お
り
、
そ
の
場
合
に
は
移
植
が
必
要
で
あ
る
。

2
0
1
2
年
環
境
調
査
に
は
、

残
存
す
る
流
路
に
導
水
す
る
な
ど
の
対
応
で
保
全
す
る
計
画
が
あ
る
も
の
の
、
そ

れ
に
対
す
る
対
応
策
は
具
体
化
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
現
存
す
る
希
少
種
の
個

体
群
は
、
世
代
交
代
が
見
ら
れ
な
い
。
希
少
種
の
幼
生
は
、
特
定
魚
種
に
寄
生
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
魚
類
調
査
の
結
果
で
は
特
定
魚
種
の
生
息
密
度
は
低

か
っ
た
。
ま
た
、
高
速
道
か
ら
の
冬
季
の
凍
結
防
止
剤
の
流
入
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
影
響
も
否
定
で
き
な
い
。
長
寿
で
あ
る
本
種
個
体
群
は
失
わ
れ
る
途
上

に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
、
世
代
交
代
を
可
能
に
す
る
保
全
策
の
検
討
が
急
務
で
あ

る
。

 

 
今
年
度
実
施
予
定
の
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
希
少
種
等
の
具

体
的
な
保
全
な
ど
に
つ
い
て
、
有
識
者
等
に
よ
る
検
討
委
員
会

の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
、
御
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、

適
切
な
保
全
対
策
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

Ｃ
 

（
趣
旨
同
一
）
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８
 

遊
水
地
造
成
予
定
地
内
の
木
賊
川
に
は
岩
手
県
レ
ッ
ド
リ
ス
ト

C
ラ
ン
ク
や

D

ラ
ン
ク
の
希
少
種
が
生
育
す
る
。
こ
の
希
少
種
の
生
息
は
、
流
路
が
付
け
替
え
ら

れ
る
部
分
に
多
く
見
ら
れ
、
今
後
の
施
工
に
際
し
て
具
体
的
な
保
全
策
が
必
要
と

さ
れ
る
。

 

新
た
な
希
少
種
の
発
見
等
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
過
年
度
調
査
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
に
環
境
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

 

 
ま
た
、
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
希
少
種
等
の
具
体
的
な
保
全

な
ど
に
つ
い
て
、
有
識
者
等
に
よ
る
検
討
委
員
会
の
設
置
を
予

定
し
て
お
り
、
今
後
、
御
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な
保
全

対
策
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

Ｃ
 

（
趣
旨
同
一
）
 

９
 

木
賊
川
は
、
明
治
期
に
農
業
用
水
の
確
保
を
目
的
に
、
諸
葛
川
か
ら
雫
石
川
に

流
れ
る
流
路
を
付
け
替
え
、
み
た
け
か
ら
上
堂
を
ぬ
け
て
北
上
川
に
至
る
流
路
に

付
け
替
え
ら
れ
た
。
そ
の
際
に
北
上
川
と
の
落
差
が
生
じ
、
魚
類
の
遡
上
は
困
難

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
事
業
に
お
い
て
先
行
し
て
実
施

さ
れ
た
分
水
路
の
供
用
に
よ
り
、
サ
ケ
や
サ
ク
ラ
マ
ス
と
い
っ
た
回
遊
魚
の
遡
上

が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
魚
種
が
木
賊
川
や
巣
子
川
に
遡
上
可
能
に
な
れ
ば
流

域
の
エ
コ
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
分
水
工
や
斜
路
工
に
よ

っ
て
分
断
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
。
遊
水
地
の
堤
体
が
造
成
さ
れ
る
の
は
し
ば
ら
く

先
に
な
る
こ
と
か
ら
、
魚
類
の
移
動
が
可
能
な
構
造
へ
の
修
正
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
分
水
路
に
は
越
流
堰
の
関
係
で

4
ｍ
の
落
差
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
魚
道
を
設
置
す
る
改
善
案
を
検
討
し
て
い
る
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
延
長
で

4

ｍ
の
落
差
を
解
消
す
る
魚
道
の
設
計
は
極
め
て
難
し
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
越

流
堰
の
位
置
を
上
流
側
に
変
更
す
る
な
ど
の
対
応
は
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

あ
わ
せ
て
巣
子
川
と
木
賊
川
の
合
流
部
や
分
水
工
付
近
の
水
深
の
確
保
や
流
れ
の

多
様
化
な
ど
、
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

 

新
た
な
希
少
種
の
発
見
等
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
過
年
度
調
査
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
に
環
境
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

 

 
ま
た
、
調
査
結
果
に
基
づ
い
た
希
少
種
等
の
具
体
的
な
保
全

な
ど
に
つ
い
て
、
有
識
者
等
に
よ
る
検
討
委
員
会
の
設
置
を
予

定
し
て
お
り
、
今
後
、
御
意
見
等
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な
保
全

対
策
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

Ｃ
 

（
趣
旨
同
一
）
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1
0
 

第
二
遊
水
地
は
、
掘
り
下
げ
が
行
わ
れ
た
後
は
平
ら
に
造
成
し
、
そ
の
後
の
管

理
は
滝
沢
市
に
委
ね
ら
れ
る
計
画
で
あ
る
。
現
在
は
、
野
球
場
や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
等
の
利
用
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
計
画
は
平
成

2
6
年
時
点
の
も
の
で

あ
り
、
水
を
か
ぶ
っ
た
後
の
復
旧
な
ど
の
実
施
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。
実
際

に
第
二
遊
水
地
が
整
備
さ
れ
る
の
は
し
ば
ら
く
先
で
あ
る
に
し
て
も
、
滝
沢
市
に

よ
る
管
理
も
含
め
た
方
向
性
を
、
再
度
住
民
を
交
え
て
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
現
地
付
近
に
は
、
江
戸
時
代
に
は
渡
り
鳥
を
集
め
る
た
め
に
作
ら

れ
た
と
さ
れ
る
「
大
喰
堤
」
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る
。
個
人
的
に
は
大
喰
堤
を
復

元
す
る
目
的
で
一
定
の
面
積
の
淡
水
型
遊
水
地
と
し
て
維
持
し
、
安
定
し
た
淡
水

水
域
と
す
る
こ
と
が
管
理
の
省
力
化
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

 

 
遊
水
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
平
成

2
6
年
度
に
有
識
者
、

地
元
代
表
者
、
滝
沢
市
関
係
部
局
等
で
構
成
さ
れ
た
「
木
賊
川

遊
水
地
利
活
用
を
考
え
る
会
」（
以
下
、
検
討
会
）
を
発
足
し
、

利
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

 
検
討
会
で
得
ら
れ
た
提
言
内
容
の
実
現
に
は
、
予
算
、
維
持

管
理
方
法
等
の
諸
課
題
を
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
整
備
を
進
め
な
が
ら
地
元
自
治
体
、
地
域
住
民
等

と
と
と
も
に
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

Ｃ
 

（
趣
旨
同
一
）
 

1
1

 
駆
除
、
移
植
活
動
等
に
積
極
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
す
め
る
こ
と
を
計

画
の
中
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。（
環
境
保
全
と
し
て
残
さ
れ
る
第
１
遊
水
地
が
オ
オ

ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
侵
入
に
よ
り
自
然
環
境
破
壊
の
危
機
的
状
況
。
人
手
に
よ
る
駆
除

が
必
要
な
ど
）。
防
災
工
事
と
自
然
環
境
保
全
の
両
面
で
の
主
体
的
行
動
が
必
要
。

 

 
木
賊
川
の
周
辺
環
境
の
保
全
の
た
め
、
新
た
に
有
識
者
等
に

よ
る
検
討
委
員
会
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
、
御
意
見

等
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な
保
全
対
策
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

 

Ｃ
 

（
趣
旨
同
一
）
 

1
2
 

工
事
の
取
り
組
み
の
過
程
を
紹
介
し
な
が
ら
、
工
事
に
支
障
が
な
い
範
囲
で
木

賊
川
遊
水
地
建
設
の
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
計
画

の
中
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

 

 
木
賊
川
の
周
辺
環
境
の
保
全
の
た
め
、
新
た
に
有
識
者
等
に

よ
る
検
討
委
員
会
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
、
御
意
見

等
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な
保
全
対
策
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

 

Ｃ
 

（
趣
旨
同
一
）
 

1
3
 

植
物
の
重
要
調
査
結
果
を
み
る
と
、

 

 
第

1
回
調
査
（
平
成

6
年
頃
）

2
1
種

 

 
第

2
回
調
査
（
平
成

2
5
年
頃
）

1
5
種

 

 
現
在
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1
1
種

(位
) 

 
こ
の

2
0
年
近
く
で
貴
重
な
自
然
が
失
わ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
住
民

も
里
山
の
田
畑
が
外
来
種
が
は
び
こ
る
荒
れ
野
原
と
な
り
、
た
め
息
を
つ
い
て
い

る
。
こ
こ

1
0
年
こ
の
ま
ま
だ
と
さ
ら
に
一
桁
に
種
が
減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

早
急
に
現
在
生
き
残
っ
て
い
る
種
の
保
全
が
必
要
。
そ
れ
ほ
ど
の
経
費
を
か
け
な

く
て
も
出
来
る
こ
と
は
多
い
。

 

 
荒
れ
果
て
て
い
く
遊
水
地
環
境
を
見
て
い
て
、
市
民
県
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
継
続
充
実
さ
れ
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
る
。

 

木
賊
川
の
周
辺
環
境
の
保
全
の
た
め
、
新
た
に
有
識
者
等
に

よ
る
検
討
委
員
会
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
、
御
意
見

等
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な
保
全
対
策
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

 

Ｃ
 

（
趣
旨
同
一
）
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1
4
 

市
街
地
の
そ
ば
に
こ
れ
ほ
ど
の
自
然
が
あ
る
こ
と
は
誇
ら
し
い
。
工
事
は
さ
ら

に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
今
、
県
民
・
市
民
と
こ
の
恵
を
伝
え
分

か
ち
合
い
た
い
、
工
事
完
成
後
の
遊
水
地
活
用
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
現
在
の

保
護
へ
の
取
り
組
み
か
ら
活
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。
自
然
か
ら
採
取
す
る
だ
け
で

な
く
、
自
然
の
恵
み
を
育
て
て
世
代
を
超
え
て
未
来
に
引
継
ぎ
つ
い
で
い
き
た
い
。

木
賊
川
遊
水
地
工
事
は
生
か
し
方
で
防
災
だ
け
で
は
な
い
価
値
を
生
み
出
す
場
と

思
う
。

 

木
賊
川
の
周
辺
環
境
の
保
全
の
た
め
、
新
た
に
有
識
者
等
に

よ
る
検
討
委
員
会
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
、
御
意
見

等
を
踏
ま
え
て
、
適
切
な
保
全
対
策
の
実
施
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

 

Ｃ
 

（
趣
旨
同
一
）
 

1
5
 

盗
掘
に
よ
る
希
少
種
の
減
少
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
看
板
・
立
札
な
ど
に
よ
る

防
止
が
以
前
な
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
再
度
防
止
策
が
必
要

だ
と
思
う
。

 

 
現
状
に
つ
い
て
情
報
収
集
の
上
、
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

 

Ｄ
 

（
参
考
）
 

1
6
 

「
大
規
模
公
共
事
業
再
評
価
調
書
」
の
本
体
と
付
表
に
お
い
て
、
集
中
豪
雨
時

に
お
け
る
水
位
上
昇
デ
ー
タ
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
の
レ
ベ
ル
の
水
位
上
昇

を
想
定
し
た
設
計
と
成
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
対
策
に
よ
っ
て
ど
の
レ
ベ
ル
ま

で
水
位
上
昇
を
低
減
で
き
る
の
か
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
で
は
、
評
価
の
意

味
が
無
い
。
洪
水
の
浸
水
想
定
と
対
策
の
デ
ー
タ
を
明
記
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
点

が
明
記
さ
れ
な
い
と
評
価
は
不
可
能
と
考
え
る
。
ま
た
、
平
成

1
4
年
度
洪
水
に
よ

り
巨
大
な
洪
水
が
発
生
す
る
可
能
性
を
考
え
な
い
の
は
「
非
科
学
的
な
希
望
的
観

測
」
に
す
ぎ
な
い
。

 

 
治
水
安
全
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
流
域
の
大
き
さ
、
洪
水
氾

濫
区
域
内
の
資
産
や
人
口
、
上
下
流
バ
ラ
ン
ス
等
に
つ
い
て
、

総
合
的
に
考
慮
し
決
定
し
て
お
り
、
本
事
業
は
、

5
0
年
に

1
度

の
確
率
に
よ
る
降
雨
で
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
る
洪
水
被
害
か

ら
の
解
消
（
治
水
安
全
度

1
/5

0
）
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
近
年
、
激
甚
化
、
頻
発
化
し
て
い
る
豪
雨
災
害
を
踏

ま
え
、
ハ
ー
ド
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
住
民
の
円
滑
か
つ

迅
速
な
避
難
を
促
す
た
め
の
ソ
フ
ト
施
策
と
組
み
合
わ
せ
た
総

合
的
な
治
水
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

 

Ｃ
 

（
趣
旨
同
一
）
 

 「
決
定
へ
の
反
映
状
況
」
欄
に
は
、
次
に
掲
げ
る
区
分
。

 

区
 
分

 
内
 
容

 

Ａ
（
全
部
反
映
）

 
意
見
の
内
容
の
全
部
を
反
映
し
、
計
画
等
の
案
を
修
正
し
た
も
の

 

Ｂ
（
一
部
反
映
）

 
意
見
の
内
容
の
一
部
を
反
映
し
、
計
画
等
の
案
を
修
正
し
た
も
の

 

Ｃ
（
趣
旨
同
一
）

 
意
見
と
計
画
等
の
案
の
趣
旨
が
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の

 

Ｄ
（
参
考
）

 
計
画
等
の
案
を
修
正
し
な
い
が
、
施
策
等
の
実
施
段
階
で
参
考
と
す
る
も
の

 

Ｅ
（
対
応
困
難
）

 
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
の
対
応
の
い
ず
れ
も
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の

 

Ｆ
（
そ
の
他
）

 
そ
の
他
の
も
の
（
計
画
等
の
案
の
内
容
に
関
す
る
質
問
等
）
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様
式
第
１
号
（
第
９
関
係
）

 

 

意
見
検
討
結
果
一
覧
表

 

（
案
名
：
大
規
模
施
設
整
備
事
業
再
評
価
に
つ
い
て
の
意
見
募
集

 
 

対
象
事
業
：
北
上
川
（
上
流
）
広
域
河
川
改
修
事
業
（
岩
手
町
）

 

番
 
号

 
意

 
見

 
検
討
結
果
（
県
の
考
え
方
）

 
決
定
へ
の

 

反
映
状
況

 

１
 

「
大
規
模
公
共
事
業
 
再
評
価
調
書
」
の
本
体
と
付
表
に
お
い

て
、
平
成

2
2
年

7
月
豪
雨
よ
り
巨
大
な
洪
水
が
発
生
し
た
ケ
ー

ス
へ
の
対
策
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
令

和
2
年

7
月
現
在
、
秋
田
県
・
岩
手
県
に
お
い
て
も
線
状
降
水
帯

の
発
生
を
想
起
さ
せ
る
事
態
が
生
じ
て
き
て
お
り
、《

過
去
の
被

災
流
量
相
当
の
洪
水
被
害
か
ら
地
域
を
守
る
こ
と
》
を
《
当
面
の

整
備
目
標
》
と
す
る
事
そ
れ
自
体
が
現
実
の
異
常
気
象
の
推
移
の

中
で
は
無
意
味
と
成
っ
て
い
る
。
当
面
の
整
備
目
標
そ
れ
自
体
の

現
実
に
促
し
た
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
再
検
討
・
再
構
築
が
早
急
に

必
要
と
考
え
る
。

 

近
年
、
激
甚
化
し
て
い
る
豪
雨
災
害
の
状
況
を
踏
ま
え
、
県
で

は
、
洪
水
か
ら
県
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
河
川
改
修
な
ど
の

ハ
ー
ド
対
策
と
災
害
関
連
情
報
の
充
実
強
化
な
ど
の
ソ
フ
ト
施

策
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
た
防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
当
該
地
区
に
お
い
て
、
ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
は
、

本
事
業
に
よ
り
近
年
の
洪
水
実
績
で
あ
る
平
成

2
2
年

7
月
豪
雨

を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
河
川
改
修
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
施
策
と
し
て
は
、
住
民
の
円
滑

か
つ
迅
速
な
避
難
を
促
す
た
め
、
水
位
周
知
河
川
や
想
定
最
大
規

模
の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
指
定
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ
や
水
位
計

の
設
置
を
進
め
る
な
ど
、
市
町
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

Ｅ
 

（
対
応
困
難
）
 

 「
決
定
へ
の
反
映
状
況
」
欄
に
は
、
次
に
掲
げ
る
区
分
。

 

区
 
分

 
内
 
容

 

Ａ
（
全
部
反
映
）

 
意
見
の
内
容
の
全
部
を
反
映
し
、
計
画
等
の
案
を
修
正
し
た
も
の

 

Ｂ
（
一
部
反
映
）

 
意
見
の
内
容
の
一
部
を
反
映
し
、
計
画
等
の
案
を
修
正
し
た
も
の

 

Ｃ
（
趣
旨
同
一
）

 
意
見
と
計
画
等
の
案
の
趣
旨
が
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の

 

Ｄ
（
参
考
）

 
計
画
等
の
案
を
修
正
し
な
い
が
、
施
策
等
の
実
施
段
階
で
参
考
と
す
る
も
の

 

Ｅ
（
対
応
困
難
）

 
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
の
対
応
の
い
ず
れ
も
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の

 

Ｆ
（
そ
の
他
）

 
そ
の
他
の
も
の
（
計
画
等
の
案
の
内
容
に
関
す
る
質
問
等
）
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令和２年度大規模事業事後評価調書 目次 
 

 

農林水産部 

番

号 
課 名 事 業 名 地 区 名 ページ 

１ 農村建設課 経営体育成基盤整備事業 一関第１地区（一関市、平泉町） 59～66 

県土整備部 

番

号 
課 名 事 業 名 地 区 名 ページ 

２ 道路建設課 
地域連携道路整備事業 

（ネットワーク形成型） 
和井内道路（宮古市） 67～73  
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